
音楽療法士のメル友のレポ－トを目にして

音楽療法士のメル友から 「 ミュージックセラピー（ 」の出版社から 「 」、 ） 、the mt vol.12

の「特集 ：自閉症への音楽アプローチ」の寄稿を依頼され 「体験から体験へ～豊かな1 、

経験を求めて～」と題する、音楽療法というものの実践が理解し易いレポ－トのコピ－を

送付いただいた。

HP 2005.05.09.以前当 の「 音楽力』を読んで（ 雑学ＢＮ 、書籍等読後感関係（Ⅱ 、『 「 」 ）

：参照 」の記事で、音楽には「同質の原理」が働き易く、その人の心の状態（感情）や）

変化に伴って、共鳴、共振（寄り添う）するところが、コミュニケーションの問題と共有

する所が多いことに触れたことがある。

その書籍： 音楽力」の読感から、音楽療法とは、個々の子どもの心を気づき、感じ取「

ろうとし、即応的に、また、即興的に共振、共鳴する音楽を奏でるだけに、その力量が音

楽療法士に問われるなあと思っていた。

一方、障害児の保育現場や教育現場で音楽使用の取り組みに接したことがあるが、ＢＧ

ＭとしてＣＤ等を単に流したり、また、マイペ－スで楽器演奏しがちで、個々の子どもの

もっている音楽力に即応していない活動に疑問を抱いていた。

また、個々の障害状況が異なるのについつい集団として対応して、個々の持つ音楽の同

質性を活かせずにいることを目にして、折角の取り組みだけにもったいないとも感じてい

た。

それだけに、対象のその人のその時の感情に寄り添える適切な音楽を即応的に選択し、

また、感情表出を援助する音楽を即興的に奏でる能力が必要とされる音楽療法士としての

取り組みを、幾つかの事例実践報告されたメル友のレポ－トを目にして、大いに感じ入っ

た。

事例ケ－スへの即興的に奏でた楽譜までも貼付されていたし、子どもとの係わり合いの

中で、自らの知識、技術を工夫・応用するメル友の力量には、感嘆、感服する。

楽器演奏というものには全く縁のない自分だけに、メル友の音楽を即興で奏でるという

ことで、障害のある子どもの気持ちに寄り添い、感情表出を援助するメル友の姿は羨まし

い限り。

「互に相手の心を読み取り合い、行動を意味づけ合い、互いの生活を豊かにし合おう」

（ ） 、 、というコミュニケ－ション やりとり の観点が 音楽療法による事例の中にも読み取れ

我がコミュニケ－ション論に勇気をいただいた。

（ ）阿部幸泰 年 月 日 記2008 1 7
















